22　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(こくぶんこういちろう),國分功一郎)「中動態の世界―意志と責任の考古学」
 ─能動と受動の概念の限界
18年度　東海大学
★　次の文章を読んで、設問に答えよ。
　私はたえず何ごとかをなしている。しかし、（ア）私が何ごとかをなすとはどういうことなのか？
　歩くという例を考えてみよう。私が歩く。そのとき私は「歩こう」という意志をもって、この歩行なる行為を自分で遂行しているように思える。
　しかし、（イ）事はそう単純ではない。
　歩く動作は人体の全身にかかわっている。人体には二〇〇以上の骨、一〇〇以上の関節、約四〇〇の骨格筋がある。それらがきわめて繊細な連携プレーを行うことによってはじめて歩く動作が可能になるわけだが、私はそうした複雑な人体の機構を自分で動かそうと思って動かしているわけではない。
　実際、あまりに複雑な人体の機構を、意識という一つの司令塔からコントロールすることは不可能であり、身体の各部は意識からの指令を待たず、各部で自動的に連絡をとりあって複雑な連携をこなしていることが知られている。
　歩く動作が可能になったとしても、それだけで歩くという行為が可能になるわけではない。歩くためには歩くことを可能にする外的な条件があらかじめ整備されていないといけない。足の接する場所は水平に近く、ある程度の硬度をもち、適度に固定されていなければならない。急な斜面、グニャグニャしたところ、グラグラしたところは歩けない。
　また、厳密に考えれば、歩くときに足下でまったく同じ条件が繰り返されるということはありえないのであって、踏み出された一歩一歩が踏みしめる場所は一つ一つ違う。したがって、歩行する身体は、毎度毎度異なる外的条件にも対応しなければならない。
　さて、こうして歩く動作と歩く行為が可能になったとして、では、それが私の思った通りに遂行されているのかというと、（ウ）これもまた疑わしい。
　歩くといってもさまざまな歩き方がある。私が自分で特定の歩き方を意識して選んだのかというと必ずしもそうではない。私は生まれてこの方、特定の歩き方を習得してきたのであり、ある意味では、その仕方で歩くことを強いられている。
　たとえば、明治初期に近代的な軍隊がつくられた際、それまで農民だった兵士たちは西洋式の行進がうまくできなかったことがよく知られている。彼らにとって西洋式の歩き方は自然ではなかった。そもそも彼らは自分たちがどのように歩いているのかなど、意識したこともなかっただろう。
　私は行為していても、自分で自分の身体をどう動かしているのか、明瞭に意識しているわけではない。したがって、どう動かすのかを、明瞭な意識をもって選んでいるわけでもない。
　たとえば子どもは、駆けることはできてもジョギングができないことがある。「歩く」と「駆ける」の間にあるジョギングの動作は、ずいぶんと後になって習得されるものだ。しかしひとたびジョギングができるようになると、われわれはそれが習得されたものであることを忘れてしまう。歩くという行為についても同じことが言えよう。
　さらに、（エ）「歩こう」という意志が行為の最初にあるかどうかも疑わしい。
　現代の脳神経科学が解き明かしたところによれば、脳内で行為を行うための運動プログラムがつくられた後で、その行為を行おうとする意志が意識のなかに現れてくるのだという。
　脳内では、意志という主観的な経験に先立ち、無意識のうちに運動プログラムが進行している。しかもそれだけではない。意志の現れが感じられた後、脳内ではこの運動プログラムに従うとしたら身体や世界はどう動くのかが「内部モデル」に基づいてシミュレートされるのだが、その結果としてわれわれは、実際にはまだ身体は動いていないにもかかわらず、意志に沿って自分の身体が動いたかのような感覚を得る。
　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(（注）),熊谷)晋一郎の表現を借りれば、「私たちは、（オ」目を覚ましているときにも内部モデルという夢の世界に住んでいる」。われわれは脳内でのシミュレーションに過ぎないものに、自分と世界のリアリティを感じながら行為しているということだ。
　私が何ごとかをなすとき、私は意志をもって自分でその行為を遂行しているように感じる。また人が何ごとかをなすのを見ると、私はその人が意志をもって自分でその行為を遂行しているように感じる。しかし、「自分で」がいったい何を指しているのかを決定するのは容易ではないし、そこで想定されているような「意志」を行為の源泉と考えるのも難しい。
　われわれはしばしば行為を「意志の実現」と見なす。しかし、以上の短い検討だけでも、そのような見方が少しも妥当でないことが分かる。これだけ多くの条件によって規定されているのだとすれば、行為はむしろ、それら諸条件のもとでの　　　Ⅰ　　　と見なされるべきだろう。
　このことは心のなかで起こることを例にするとより分かりやすくなるかもしれない。たとえば、「想いに eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふけ),耽)る」といった事態はどうだろうか？
　私が想いに耽るのだとすれば、想いに耽るのはたしかに私だ。だが、想いに耽るというプロセスがスタートするその最初に私の意志があるとは思えない。私は「想いに耽るぞ」と思ってそうするわけではない。何らかの条件が満たされることで、そのプロセスがスタートするのである。
　また、想いに耽るとき、私は心のなかでさまざまな想念が自動的に展開したり、過去の場面が回想として現れ出たりするのを感じるが、そのプロセスは私の思い通りにはならない。意志は想いに耽るプロセスを操作していない。
　心のなかで起こることが直接に他者と関係する場合を考えてみると、（カ）事態はもっと分かりやすくなる。謝罪を求められた場合を考えてみよう。
　私が何らかの過ちを犯し、相手を傷つけたり、周りに損害を及ぼしたりしたために、他者が謝罪を求める。その場合、私が「自分の過ちを反省して、相手に謝るぞ」と意志しただけではダメである。心のなかに「私が悪かった……」という気持ちが現れてこなければ、他者の要求に応えることはできない。そしてそうした気持ちが現れるためには、心のなかで諸々の想念をめぐる実にさまざまな条件が満たされねばならないだろう。
　逆の立場に立って考えてみればよい。相手に謝罪を求めたとき、その相手がどれだけ「私が悪かった」「すみません」「謝ります」「反省しています」と述べても、それだけで相手を許すことはできない。謝罪する気持ちが相手の心のなかに現れていなければ、それを謝罪として受け入れることはできない。そうした気持ちの現れを感じたとき、私は自分のなかに「許そう」という気持ちの現れを感じる。
　もちろん、相手の心を eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(のぞ),覗)くことはできない。だから、相手が偽ったり、それに eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だま),騙)されたりといったことも当然考えられる。だが、（キ）それは問題ではない。重要なのは、謝罪が求められたとき、実際に求められているのは何かということである。
　たしかに私は「謝ります」と言う。しかし、実際には、私が謝るのではない。私のなかに、私の心のなかに、謝る気持ちが現れることこそが本質的なのである。
　こうして考えてみると、「私が何ごとかをなす I do something」という文は意外にも複雑なものに思えてくる。というのも、「私が何ごとかをなす」という仕方で指し示される事態や行為であっても、細かく検討してみると、私がそれを自分で意志をもって遂行しているとは言いきれないからである。
　謝るというのは、私の心のなかに謝罪の気持ちが現れ出ることであろうし、想いに耽るというのも、そのようなプロセスが私の頭のなかで進行していることであろう。歩くことさえ、「（さまざまな必要条件が満たされつつ）私のもとで歩行が実現されている」と表現されるべき行為であった。にもかかわらず、われわれはそうした事態や行為を、「私が何ごとかをなす」という仕方で表現する。（ク）というか、そう表現せざるをえない。
　「私が何ごとかをなす」という文は、「能動 active」と形容される形式のもとにある。たったいまわれわれが確認したのは、能動の形式で表現される事態や行為が、実際には、能動性のカテゴリーに収まりきらないということである。
　「私が歩く」という文が指し示しているのは、私が歩くというよりも、むしろ、私において歩行が実現されていると表現されるべき事態であった。つまり、能動の形式で表現される事態や行為であろうとも、それを能動の概念によって説明できるとは限らない。「私が謝罪する」ことが要求されたとしても、そこで実際に要求されているのは、私が謝罪することではない。私のなかに謝罪の気持ちが現れ出ることなのだ。
　能動とは呼べない状態のことを、われわれは「受動 passive」と呼ぶ。
　受動とは、文字通り、受け身になって何かを eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こうむ),蒙)ることである。能動が「する」を指すとすれば、受動は「される」を指す。たとえば「何ごとかが私によってなされるsomething is done by me」とき、その「何ごとか」は私から作用を受ける。ならば、能動の形式では説明できない事態や行為は、それとちょうど対をなす受動の形式によって説明すればよいということになるだろうか？
　たしかに、謝罪することはもちろん、歩くことですら能動とは言いきれなかった。だが、それらを受動で表現することはとてもできそうにない。「私が歩く」を「私が歩かされている」と言い換えられるとは思えないし、謝罪が求められている場面で「私は謝罪させられている」と口にしたらどういうことになるかはわざわざ言うまでもない（謝罪しているときにそう思っている人は多いだろうが）。
　能動と受動の区別は、すべての行為を「する」か「される」かに配分することを求める。しかし、こう考えてみると、(ケ)この区別は非常に不便で不正確なものだ。能動の形式が表現する事態や行為は能動性のカテゴリーにうまく一致しないし、だからといってそれらを受動の形式で表現できるわけでもない。
　だが、それにもかかわらず、われわれはこの区別を使っている。そしてそれを使わざるをえない。
（注）熊谷晋一郎……日本の医師。一九七七年～。脳性まひの当事者としての言論活動で知られる。
問１　傍線(ア)「私が何ごとかをなすとはどういうことなのか」とあるが、「私が何ごとかをなす」という文によって表現されるのはどのような事態か。次の中から最適のものを選べ。
Ａ　脳内でのシミュレーションに過ぎない事態。
Ｂ　何ごとかが私によってなされている事態。
Ｃ　私が何ごとかをさせられている事態。
Ｄ　私において何ごとかが実現されている事態。
Ｅ　人体の全身に関わる動作を要する事態。
問２　傍線(イ)「事はそう単純ではない」とあるが、その理由として適切でないものはどれか。次の中から一つ選べ。
Ａ　歩くときに「歩こう」という意志が意識のなかに現れることはないから。
Ｂ　歩く動作は身体の各部が自動的に連携することによってはじめて可能になっているから。
Ｃ　意識が歩く動作を統制することは不可能であるから。
Ｄ　歩く行為にとって歩く動作が可能であることは必要条件ではあっても十分条件ではないから。
Ｅ　歩くことを可能にする外的条件を一定のものとして考えることはできないから。
問３　傍線(ウ)「これもまた疑わしい」のはなぜか。次の中から最適のものを選べ。
Ａ　歩き方は、習得するものである以上、もともとは私が意識して選んだものであるが、習得したことが忘れられることで強いられたものとして感じられるようになるから。
Ｂ　歩くといってもさまざまな歩き方があるが、私はそのさまざまな歩き方を生まれてこの方、習得してきたのであり、特定の歩き方でいつも歩いているわけではないから。
Ｃ　歩き方は、生まれたときには身についていたものであり、歩いているときにその動作を明瞭に意識しているわけではないから。
Ｄ　明治初期に近代的な軍隊がつくられた際に西洋式の歩き方が導入されたことによって自然な歩き方は忘れられてしまい、歩き方は習得され強制されなくてはならないものとなったから。
Ｅ　私は習得した特定の歩き方で歩かざるをえないし、歩いている最中にその動作を意識的に選択しているわけでもないから。
問４　傍線(エ)「「歩こう」という意志が行為の最初にあるかどうかも疑わしい」のはなぜか。次の中から最適のものを選べ。
Ａ　意志に沿って自分の身体が動いたかのような感覚を得るのに先立って意志の現れを感じることはないことが、明らかにされているから。
Ｂ　行為を行うための運動プログラムの作成が、その行為を行おうとする意志の現れに先行することが明らかにされているから。
Ｃ　行為を行うための運動プログラムの進行によって、意志という主観的経験に先立って身体が動くことが明らかにされているから。
Ｄ　行為は「内部モデル」に基づいた脳内でのシミュレーションに過ぎないことが、明らかにされているから。
Ｅ　行為を行おうとする意志は、運動プログラムの作成と進行に関わる意志とは別であることが明らかにされているから。
問５　傍線(オ)「目を覚ましているときにも内部モデルという夢の世界に住んでいる」とは、筆者によるとどのような状態か。次の中から最適のものを選べ。
Ａ　脳内で模擬的に現出された現象に現実感を抱きながら実際に行為している状態。
Ｂ　実際には行為することなく脳内で身体や世界はどう動くかをシミュレーションしている状態。
Ｃ　睡眠中に起き上がって記憶に残らないままに身体動作を行っている状態。
Ｄ　現実を実態よりも理想化しながら行為している状態。
Ｅ　行為が理想的な経過をたどって実現する様を脳内でシミュレーションしている状態。
問６　空欄　　Ⅰ　　にはどのような語句がはいるか。次の中から最適のものを選べ。
Ａ　諸関係の実現　　Ｂ　夢からの覚醒　　　　　　Ｃ　私の解体
Ｄ　意志の実現　　　Ｅ　脳内シミュレーション
問７　傍線(カ)「事態はもっと分かりやすくなる」ことの説明として最適のものを次の中から選べ。
Ａ　他者にとってしばしば重要なことは、私が私の心のなかの何ごとかを心のそとに表現することである。しかし、その表現は私の思い通りになるものではない。そのため、心のなかで起こることが直接に他者と関係する場合に注目すると、その思い通りにならないプロセスに焦点が合わせられる。ここに、行為を意志の実現とする見方が妥当ではないことが、わかりやすく示されるのである。
Ｂ　他者にとってしばしば重要なことは、何ごとかを私の心のなかに起こそうと私が意志することである。しかし、その意志は私の思い通りになるものではない。そのため、心のなかで起こることが直接に他者と関係する場合に注目すると、その思い通りにならないプロセスに焦点が合わせられる。ここに、行為を意志の実現とする見方が妥当ではないことが、わかりやすく示されるのである。
Ｃ　他者にとってしばしば重要なことは、何ごとかが私の心のなかに現れることである。しかし、その現れは私の思い通りになるものではない。そのため、心のなかで起こることが直接に他者と関係する場合に注目すると、その思い通りにならないプロセスに焦点が合わせられる。ここに、行為を意志の実現とする見方が妥当ではないことが、わかりやすく示されるのである。
Ｄ　他者にとってしばしば重要なことは、私が私の心のなかの何ごとかを心のそとに表現することである。そして、その表現が適切なものとして他者に認められるかどうかは、私の思い通りになるものではない。そのため、心のなかで起こることが直接に他者と関係する場合に注目すると、その思い通りにならないプロセスに焦点が合わせられる。ここに、行為を意志の実現とする見方が妥当ではないことが、わかりやすく示されるのである。
Ｅ　他者にとってしばしば重要なことは、何ごとかが私の心のなかに現れることである。そして、その現れが真正なものとして他者に認められるかどうかは、私の思い通りになるものではない。そのため、心のなかで起こることが直接に他者と関係する場合に注目すると、その思い通りにならないプロセスに焦点が合わせられる。ここに、行為を意志の実現とする見方が妥当ではないことが、わかりやすく示されるのである。
問８　傍線(キ)「それは問題ではない」のはなぜか。次の中から最適のものを選べ。
Ａ　相手が偽ったり、それに騙されたりといったことは当然考えられるにしても、一般的なケースであるとは考えられないから。
Ｂ　相手が偽ったり、それに騙されたりといったことは当然考えられるにしても、多くの場合、すぐに騙されていることに気づくから。
Ｃ　相手が偽ったり、それに騙されたりといったことは当然考えられるにしても、相手の心を覗くことはできず本当に相手が偽ったかどうか決定できない以上、考慮に入れないほうがよいから。
Ｄ　相手が偽ったり、それに騙されたりといったことは当然考えられるにしても、それらのことは謝罪が謝罪であるための条件を変えるものではないから。
Ｅ　相手が偽ったり、それに騙されたりといったことは当然考えられるにしても、日常的に生じることであり、倫理的に重大な問題ではないから。
◎問９　傍線(ク)「というか、そう表現せざるをえない」のはなぜか。次の中から最適のものを選べ。
Ａ　能動の形式と受動の形式であらゆる事態や行為を表現せざるをえないとすると、受動の形式で表現できそうもない事態や行為を、必ずしも適切ではないとしても能動の形式で表現するしかないから。
Ｂ　受動の形式で表現することのできる事態や行為であってもそれらに受動の形式を用いると他者との関係を悪化させることが少なくないから、必ずしも正確ではないとしても能動の形式を用いざるをえないから。
Ｃ　「私のもとで何ごとかが実現されている」という文は「されている」という表現を含む点で受動の形式のもとにあるから、受動の形式で表現することができそうもない事態や行為に用いることができないから。
Ｄ　「私のもとで何ごとかが実現されている」という文は細かく検討してみると不正確であるから、「私が何ごとかをなす」という文を、それが意外に複雑であるとしても、用いざるをえないから。
Ｅ　「私が何ごとかをなす」という文は、「何ごとかが私によってなされる」という文よりも複雑ではなく誤解される余地が少ないから、直接に他者と関係する場合に用いざるをえないから。
問10　傍線(ケ)「この区別は非常に不便で不正確」であるのはなぜか。次の中から最適のものを選べ。
Ａ　この区別は、能動とは言いきれないが受動ではない行為に適用された場合、行為者の自己理解とは合致しない表現を生み出すから。
Ｂ　この区別は、客観的には能動的だが主観的には受動的な行為に適用された場合、その行為を十分には説明しない表現を生み出すから。
Ｃ　この区別は、主観的には能動的だが客観的には受動的な行為に適用された場合、その行為を十分には説明しない表現を生み出すから。
Ｄ　この区別は、「私は何ごとかをなす」という文でも「何ごとかが私によってなされる」という文でも表現されうる行為に適用された場合、その行為を十分には説明しない表現を生み出すから。
Ｅ　この区別は、能動とは言いきれないが受動ではない行為に適用された場合、その行為を十分には説明しない表現を生み出すから。
【解答】
問１　Ｄ
問２　Ａ
問３　Ｅ
問４　Ｂ
問５　Ａ　　
問６　Ａ
問７　Ｃ
問８　Ｄ
問９　Ａ
問10 Ｅ
